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災害用伝言
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緊急連絡先等

044-200-3682危機管理本部
避難に関すること

044-200-0104上下水道局下水道部下水道計画課内水ハザード マッ プに関すること

044-200-3035まちづく り 局指導部宅地企画指導課土砂災害ハザード マップに関すること

044-200-2902建設緑政局道路河川整備部河川課洪水ハザード マッ プに関すること

044-861-3147高津区役所危機管理担当

お問い合わせ先

●国土交通省京浜河川事務所のホームページで、洪水浸水想定区域や氾濫シミ ュレーショ ンを

確認できます。また、気象庁のホームページで警報・ 注意報発表の詳細状況を確認できます。

●

地上デジタル放送、ケーブルテレビ、かわさ きＦ Ｍ（ 7 9 .1 M H z）でも 、情報を発信し ます。

その他

● 防災行政無線と は、屋外にあるスピーカ ーから 、市民の皆様に避難情報や防災気象情報を

お知らせするも のです。

● 防災行政無線の放送内容は、電話でも 聞く こと ができます（ 通常時は啓発放送が流れます）。

　 県内の一般加入電話・ 公衆電話及び一部のＩ Ｐ電話から

　 携帯電話、県外の一般加入電話・ 公衆電話から

防災行政無線・ 防災テレホンサービス

メ ールニュースかわさ き

メ ールニュースかわさ き

かわさ き防災アプリ

かわさ き防災アプリ

川崎市　 防災ポータ ルサイト

川崎市防災ポータルサイト

川崎市　 防災気象情報川の防災情報 川の水位情報 神奈川県　 雨量水位情報

川崎市防災気象情報
（ 川崎市）

神奈川県雨量水位情報
（ 神奈川県）

川の水位情報
（ 一般財団法人河川情報センタ ー）

川の防災情報
（ 国土交通省）

川の様子に関するリアルタイム情報

●カメ ラ 画像や水位・ 雨量等の情報を国土交通省・ 神奈川県・ 川崎市等のホームページで見

ること ができます。

● 市内の災害や被害情報、避難情報

等のほか、マイ・ タ イムラ イ ン など

日頃から の備えに役立つ 情報等

を掲載しています。

●市内の防災、気象、災害等の情報

を 配信し ま す。配信を 希望する 方

は、右の二次元コ ード から 登録を

してく ださ い。

●災害時の緊急

情報や避難情

報等をプッ シュ

通知で 受けら

れるほか、最寄

り の避難所の

案内や各種ハ

ザード マップを

見る こ と が で

きます。

風水害時に役立つ情報

・ 道路側溝
・ 下水管
・ 河川
　 などに排水【  雨水流出抑制施設 】

川崎市   家庭でできる浸水対策 川崎市   雨水流出抑制施設

家庭でできる浸水対策
（ 土のう 等による事前の備え）

雨水流出抑制施設

●「 雨水流出抑制施設」 は大雨の時に雨水を一時貯留して下流へ少しずつ流す

　  重要な施設です。普段から点検・ 清掃をしておきましょ う 。

● 側溝や雨水ますから 雨水を集めています。ごみや落ち葉等が詰まると 水が流れにく く なり ますの

で、お近く の側溝や雨水ますの清掃にご協力をお願いし ます。

● 各家庭で早めに土のう を準備するなど事前に備えること で、浸水被害を

軽減すること ができます。

家庭などでできる浸水対策

□ 飲料水　 □ 携行食・ 非常食（ ビスケット ・ 缶詰など）水 ・ 食 料

□ いつも 服用している薬　 □ 救急医療品　 □ 生理用品　 □ 歯ブラ シ・ 口腔ケア用品

□ 防塵マスク 　 □ 携帯ト イレ
医療・ 衛生

□ 現金　 □ 印鑑　 □ 健康保険証・ 預金通帳（ コ ピー可）貴 重 品

□ ヘルメ ット ・ 防災ずきん　 □ 厚底の靴　 □ 軍手安 全 対 策

□ 携帯電話・ 充電器　 □ 携帯ラ ジオ　 □ 懐中電灯　 □ 電池　 □ 時計　 □ 携帯カ イロ 　

□ ロープ　 □ ラ イタ ー・ マッ チ　 □ナイフ 　 □ 缶切り 　 □ 入れ歯・ 眼鏡など
道 具 類

□ 上着（ 防寒着） 　 □ 下着・ 靴下　 □ 携帯レインコ ート衣 類

□ ウエット ティ ッ シュ・ ティ ッ シュ 　 □ タ オル　 □ ごみ袋・ ポリ 袋生 活 用 品

□ 体温計　 □ アルコ ール消毒液　 □ マスク感染症対策

非常持出品チェッ クリスト ※下記はあく までも 一例です。各家庭の事情に合わせたも のを 用意し ましょう 。

〈  飲料水 〉 ・ 飲料水は１ 人１日３リット ル必要です。

 ・ ペット ボト ルなどで、家族全員の分、用意し ておきましょう 。

〈  食　 料 〉 ・ お米や乾麺、缶詰など、日持ち のするも のをなるべく 多く

 　 用意し ておきましょう 。

 ・ 普段の生活の中で十分に買い置きし 、賞味期限が来る前に

 　 消費し ながら 定期的に買い足すこと で、無理なく 備蓄ができます。（ ＝ローリ ングスト ック ）

〈  その他 〉 ・ カ セット コ ンロ（ ボンベも 忘れずに）、携帯ト イレ（ １ 人１ 日５ 回分）などを 用意し ておきましょう 。

● 災害時には、ライフライン 機能の低下など都市機能の低下が考えら れます。

　 このため、各家庭で最低３ 日間、出来れば７ 日間、自宅で過ごせる用意をし ましょ う 。

家庭備蓄の充実

日頃の備え

川崎市   津波ハザード マップ

津波
ハザード マッ プ

● 津波発生時の
浸水予測区域
等

川崎市   内水ハザード マップ

● 内水により 想
定さ れる 浸水
区域や浸水の
深さ 等

内水
ハザード マッ プ

川崎市   土砂災害ハザード マップ

● 土砂災害の注
意が必要な 区
域等

土砂災害
ハザード マッ プ

その他のハザード マッ プ

●土砂災害、内水、津波のハザード マッ プ も あり ますので、洪水ハザード マッ プと あわせて自

宅の災害リ スク を 確認し ましょう 。
みんなの約束

● 家族やご近所で の約束事を 記入し まし ょ う

〈  家族の約束事 〉　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〈 ご近所での約束事 〉

※避難に援護が必要な方など地域で協力し ましょ う

非常持出品

● 非常持出品の保管場所は、家族のみんなで共有し まし ょ う

〈  保管場所 〉

】【

避難場所と 避難経路

● 避難方法が決まったら 、避難場所と 避難経路を 確認し まし ょ う

〈  避難場所１  〉

】【
〈  避難場所２  〉　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〈  避難場所３  〉

【 　 　 　 　 　 　 　 】 【 　 　 　 　 　 　 　 】
※避難場所と 避難経路はそれぞれ複数決め、必要に応じ て地図に書き 込みまし ょ う

避難方法

●「 状況に応じ た避難行動」 を 確認し 、避難方法を 確認し まし ょ う

□ 屋内待機　 □ 立ち退き 避難　 □ 垂直避難

10.0～20.0m5.0～10.0m3.0～5.0m0.5～3.0m0.5m 未 満浸水無し

洪水浸水想定区域（ 多摩川水系）

洪水浸水想定区域（ 鶴見川水系）

土砂災害（ 特別）警戒区域

※多摩区においては、鶴見川水系による浸水は想定さ れていません。

● 地図を 確認し て、該当すると ころに○印を 記入し まし ょ う

自宅の災害リスク

我が家の防災メ モ

ハザード マッ プを 使って我が家の防災メ モを 完成さ せまし ょ う！！

我が家の防災メ モを 完成さ せましょ う

学校やご近所で考えまし ょ う

学校やご近所で、災害や避難について話し

合い、情報を 共有し ましょう 。高齢者など、

避難に援護が必要と 思われる方についても 、

みんなでで

き るこ と を

考え 、避難

の際に協力

しましょう 。

家族で災害時の対応を

話し 合いまし ょ う

大雨の際の行動について、家族

と 話し 合い、災害時の約束事を

決めましょう 。

実際に

避難経路を歩いてみましょ う

家族やご近所の方と 一緒に歩いて、

危険な箇所がある場合は、避難経路

を見直しましょう 。

危ないところは

ないかな？

安全な

避難経路を 決めまし ょ う

大雨の時に危険と なる水路や橋、アンダー

パス、浸水の危険性がある箇所や土砂災

害警戒区域などの場所を 確認し 、避難経

路を複数決めましょう 。

危険なところは

避けていこう

避難する場所を 確認し ましょ う

洪水や土砂災害から の避難方法を確認し

ましょう 。立ち 退き 避難が必要な場合は、

適切な避難先を確認し 、大きく 印をつける

などして災害時に備えましょう 。

わたし達の

避難場所は

ここね

自宅に洪水が来ることや、がけ崩れ

が起こる可能性を確認しましょう 。

ぼく 達の家は

ここだ

自宅を見つけまし ょ う

ハザード マッ プ の使い方

〈  助け合い（ 共助） 〉

・ 近く にお住まいの高齢者、

　 障害者、妊婦、乳幼児、外国人、

　 または旅行者など、一人で避難

　 すること が難し い方がいます。

　 日ごろからご近所でコミ ュニ

　 ケーショ ンをとり 、避難の際は、

　 近隣の方々と 声をかけあい

　 協力しながら 避難しましょう 。

〈  屋外に避難すると き の注意点 〉

・ 動きやすい服装を心がけ、靴はヒモで締められる運動靴を履く よう にする。

※長靴は足を取られるため危険です。

・ 避難所に向かう 途中で身の危険を感じた場合は、避難所に限らず近く の

安全な場所や建物に一時的に避難をする。

・ 非常持出品（ 飲料水、食料、貴重品など）は、リュッ クサッ クなどに入れ、両手が使えるよう にする。

・ やむを得ず浸水している場所を移動する場合に備え、杖などを用意する。

※浸水している場所は、蓋の開いたマンホールや水路、側溝などへの転落の恐れ等があり 、足元の安全

確保が必要です。

（ １週間分程度の備蓄をしましょう ）

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

自宅が洪水浸水想定区域内にある。 屋内待機
むやみな外出は

控えましょう 。

自宅が家屋倒壊等氾濫想定区域
（ 河岸侵食）※１内にある。

自宅が家屋倒壊等氾濫想定区域
（ 氾濫流）※２内にある木造建築である。

浸水の深さ が建物の最上階の
床の高さ を 上回る。

浸水が長時間（ 3 日間以上）継続する
地域に住んでいる。

立ち退き避難
洪水が発生し た場合、自宅に留まるこ と は

危険です。近隣の安全な場所や堅牢な建物

へ移動し ましょう 。

垂直避難
洪水が起きても 、自宅の

上階に移動すれば浸水

を免れること ができます。

※２  家屋倒壊等氾濫想定区域
（ 氾濫流）と は

河川の氾濫が発生し た場合に、
標準的な木造家屋の流失・ 倒壊
等の危険性がある 区域の目安
を示すも のです。

※１  家屋倒壊等氾濫想定区域
（ 河岸侵食）と は

河岸が侵食さ れた場合に、家屋
の流失・ 倒壊等の危険性がある
区域の目安を示すも のです。

●洪水の危険が迫った際には、川崎市から対象の地域に避難を呼びかけます。

●お住まいの環境によって、適切な避難行動に違いがあり ますので、ご自身の避難行動や避難先を

　 あらかじ め検討し 、マイ ・ タイムラインを 作成しておきましょ う 。

状況に応じ た避難行動

既に災害が発生又は切迫し ている状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう 。

＜警戒レベル４までに必ず避難 ＞

危険な場所から 全員避難しましょう 。
避難場所までの移動が危険と 思われる場合は、近く の安全な
場所や、自宅内のより 安全な場所に避難しましょう 。

避難に時間を 要する 人（ ご高齢の方、体の不自由な方、乳幼児
等）と その支援者は危険な場所から 避難しましょう 。
その他の人は避難の準備を整えましょう 。

避難に備え、ハザード マッ プ等により 、自ら の避難行動を 確認し
ましょう 。

災害発生
又は切迫

災害の
おそれ高い

災害の
おそれあり

気象状況悪化

災害への心構えを高めましょう 。

緊急安全確保
（ 川崎市が発令）

※１

※２

避難指示
（ 川崎市が発令）

高齢者等避難
（ 川崎市が発令）

大雨注意報等
（ 気象庁が発表）

早期注意情報
（ 気象庁が発表）

今後気象状況
悪化のおそれ

避難行動等状況 避難情報等警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

水位や降雨の情報
（ 警戒レベル相当情
報）のほか、今後の
気象情報も 踏まえ総
合的に判断して避難
情報を発令します。

※３

こ れら は、自主的に避難行動を
とるために参考とする情報です。

相当する
警戒レベル

洪水 水位降雨

警戒レベル
５相当

氾濫発生
情報

氾濫の発生
大雨

特別警報

警戒レベル
４相当

氾濫危険
情報

氾濫危険
水位

土砂災害
警戒情報

警戒レベル
３相当

洪水警報
氾濫警戒

情報

避難判断
水位

警戒レベル
２相当

氾濫注意
情報

氾濫注意
水位

警戒レベル
１相当

水防団
待機水位

普段の水位

大雨警報

警戒レベル相当情報等（ 例）

※１　 災害の状況を確実に把握できるも のではないなどの理由から 、警戒レベル５は必ず発令さ れる情報ではありません。
※２　 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も 必要に応じ 、普段の行動を見合わせ始めたり 、危険を感じ たら自主的に避難するタ イミ ングです。
※３　 警戒レベル（ 避難情報等）と 警戒レベル相当情報（ 水位や降雨等の情報）が出るタ イミ ングや対象地域は必ずし も 一致しません。

避難に関する情報

災害発生時のリ スク状　 況１ 時間雨量

○こ の程度の雨でも 長く 続く と きは注意が必要○ザーザーと 降る

○跳ね返り で足元がぬれる

10～20ミ リ

○側溝や下水、小さ な川があふれ、小規模の

　 がけ崩れが始まる

○どしゃ降り

○傘をさし ていても ぬれる

20～30ミ リ

○がけ崩れが起き やすく なり 、危険地帯では避難

の準備が必要

○バケツをひっく り 返し たよう に降る

○傘をさし ていても ぬれる

30～50ミ リ

○都市部では地下街等に雨水が流れ込む

○マンホールから 水が噴出する

○土砂災害が起こり やすい

○ゴーゴーと 滝のよう に降る

○傘は全く 役に立たなく なる

50～80ミ リ

○雨による大規模な災害の発生するおそれが強く 、

厳重な警戒が必要

○息苦しく なるよう な圧迫感がある

○恐怖を感じる

80ミ リ 以上

雨の降り 方と 災害発生と の関係　 ※地域特性により 異なる 場合があり ます。

※雨の降り 方が強く ない場合でも 、長時間、広い範囲で雨が降る場合は、洪水の危険が増加し ます。

せ
わ
あ
ね
重

深 浅中

破堤点： A

破堤点： C

破堤点： B

●すべての破堤点（ 堤防が決壊すると 想定し

たと ころ） について、どう 氾濫し 浸水するか

を 予想し ます。

●すべての予想結果を重ね合わせ、最大の区

域と 深さ を 表示しています。

●実際は、それら のう ち 限ら れた箇所が氾濫

し 、浸水区域が広がり 、徐々に深く なり ま

す。

洪水浸水想定区域の考え方

※ アンダーパスとは、立体交差で掘り下
げ式になっている道路のことです。

〈  低地の冠水 〉

・ 低地や道路のアンダーパス※では冠水が起こり 、 車が立ち 往生し 水没す

る危険があるため、通ら ないでく ださ い。

〈  地下への浸水 〉

・ 地下が浸水すると 、① 水圧でド アが開かない、② 一気に水が流れ込む、

③ 外の様子が分からず逃げ遅れるなど、 命に関わる危険があるため、 早

めの避難が必要です。

〈  中小河川の増水氾濫 〉

・ 都市の河川は、急に増水し 、流れが速く なり 、氾濫するおそれがあり ます。

・ 誤って転落し ないよう 、大雨のと き には近づかないでく ださ い。

〈  過去の浸水 〉

・ 過去に浸水があった所は、大雨のと き 、ふたたび浸水するおそれがあり ます。

   事前に確認し 、避難する際はこ のよう な所は避けましょ う 。

・ 過去の浸水（ 浸水実績）については、川崎市防災ポータ ルサイト から 確認でき ます。

● 大規模な洪水以外にも 、都市は舗装さ れた道路や宅地が多く 、降った雨は地中に浸透し にく いため、

川や水路、下水道に一気に集まり ます。そのため、次のよう な危険があり ますので注意し ましょ う 。

都市型水害について知る

崩れた場所は一気に広がり 、勢

いよく 水が流れ出し 、家などに襲

いかかります。

水が増え、水の力に堤防が耐え

られなく なり 、堤防の一部が崩れ

始めます。

堤防いっぱいまで水が増えると 、

堤防に水の圧力がかかり始めます。

大雨によって川の水が増え、水か

さ が上がり 始めます。

● 洪水は、大雨による河川の増水により 、堤防が決壊するか、川の水が堤防を越えるなどして起こり ます。

洪水発生のメ カニズム

洪水から 身を まも る

洪水ハザードマップは、想定し得る最大規模の降雨によって河川が
氾濫した場合の、洪水浸水想定区域や避難場所を示したものです。

「意識と準備が命を守る！」

高津区版

川崎市洪水ハザードマップ
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